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復旧・復興工事における労働者の安全衛生確保について 〇厚生労値省もな盆はt．心芯：：こ�rand We lfare 

●復旧・復興工事における安全衛生確保のため、 厚生労働省から建設業関係団体あて、 安全衛生対策の徹
底を要請

●石川労働局では、 政労使三者のトップによる建設現場パトロ ールを実施し、 労働災害防止対策の徹底を
広く周知するほか、 被災地区の監督署において巡回パトロ ー ルを実施

●穴水労働基準監督署を事務局として、 奥能登地区復興工事労働災害防止協議会を設置し、 復興工事にお
ける労働災害の防止を目的とするキャンペ ーン 「SAFETY for RECOVERY奥能登」を実施

• その他、 建設業労働災害防止協会（建災防）において、 復旧・復興工事現場に安全衛生の専門家を派遣
する現場指導、 新規入職者や現場の管理監督者等に対する教育・研修等の事業を実施

建設業関係団体あての要 請

要請項目

● 土砂崩壊災害防止対策
● 墜落・転落災害防止対策
● がれき処理作業及び損壊した建物等への立

ち入り時における安全確保及び石綿粉じん等
のばく露防止対策

● 車両系建設機械を用いて作業を行う場合に
おける安全の確保 等

一
● 奥能登地区の復興工事における労働災害防止

を図るため、奥能登地区内の工事発注者（国、
県、市町）及び建設業関係団体を構成員とし
て、奥能登地区復興工事労働災害防止協議会
（事務局：穴水労働基準監督署）を設置

● 労働災害防止の機運醸成を図るため、キャン
ペー ン「SAFETYfor RECOVERY奥能登」を
実施

し 作戴の璽纏にあたって這●すべ竃•II

0服装・装備
長袖•長ズポンの作業着、安全靴など底の厚い靴、丈夫な手袋、

防じんマスクなど、作業にあたり適切な装備とすること．

〇遍設機械を便用するときは

［言言言言こ餐疇
0高所での作菓を行うときは

作業床を設匹できない場合は、フルハーネス型墜落制止用器異な
どを使用すること。

0掘削作攣を行うときは 0危険箇所への立入禁止
地山、地隈の状況を確認し、 倒れるおそれのある建物など

土止め支保工を使用すること。 には立入禁止措四を行うこと。
べ｀｀

0がれき処理で粉じんが舞う中で作業するときは
粉じんを吸い込まないようにするため、防じんマスクを使用する

こと。また、粉じんを飛散させないために、原則として、作業を開
始する前に建築物などへの散水などにより、湿潤な状態とすること。

対策周知用リ ー フレット

奥能登

• ロゴマークを作成し、建設工事関係者が一体 安全な作業こそ 早期復興への
‘

となって労働災害防止に取り組む ロゴマーク

労働局等によるパトロ ー ル

● 能登地区を管轄する労働基準監督署に
おいて、重点的に巡回パトロールを実施

● 石川県と連携し、吹付石綿を含む建築
物解体工事等について、合同実地調査及
び周辺地域の合同パトロールを実施

● 政労使トップ（石川労働局長、連合石 ，／ 

川会長、石川県経営者協会会長）の合同
による復旧工事現場のパトロールを実施

建災防の取組

● 安全衛生の専門家（安全コンサルタント
など）がチェックシートを用いて現場パト
ロールを行い、より安全な作業方法等につ
いてアドバイスを実施

● 地震で発生したがれきの片付け・搬送な
どの作業が本格化するのに合わせて、労働
局と建災防の連携により、作業員やボラン
ティアの方を対象とする「がれきの処理等
を行う方のための安全講習会」を開催

政労使合同パトロールの様子

講習会の様子
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